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 必要    神 国 具体的 見       実践的        内容    

1.神の国の王 2.神の国の法は心に 3.神の国の法
▲神様はメシヤを遣わされると約束をされた。

1)聖書は、真の王を送られると約束をされた。
(1)人間の問題は、サタンの奴隷になっていることである。
(2)私達は悪魔の奴隷になっている事を知らないまま滅びている。
(3)神様は、サタンを滅ぼすための約束をくださった(創 3:15)。

2)ヨブは、サタンを滅ぼそうとする強い信仰を持っていなかった。
(1)アブラハムは、サタンに対しての憎しみを持っていた。
―アブラハムの子孫を通し敵の門を勝ち取る(創 22:17)。

3)ダビデはサタンに対する憎しみを持っていた。
(1)ダビデはサタンを打ち砕く為に神殿を建てる使命を持った。
(2)ダビデの血統からメシヤが来ると約束された(Ⅱサム 7:16)。

4)マタイの福音書は王なるキリストを強調している(マタイ 1:1)。
・王が来ないとサタンの国は崩れない。

5)王であるキリストが来られたので神の国が始まった(マタ 4:17)。
6)悪霊を追い出すことで神の国が臨まれる(マタ 12:28)。
7)キリストは神の国を建てる為に来られた王である(マタ 16:16)。
8)キリストが王で、天と地の一切の権威を持っている(マタ 28:18)。
・キリストが王であることを信じてこそ、心に神の国が臨まれる。

・サタンを打ち砕いた真の王であるキリストであることを信じる

・キリストが私たちの心にいるので、サタンは逃げ出した。

▲日本をキリスト教国家にすることは、まず、私達の

心が神の国になるように。

・契約の箱の中にモーセの十戒を入れるようになった。

・イスラエルの民は神様の御言葉を破った。

・心に刻印をされている物がサタンの物であった為。

・自分の心に刻印をされているとおりに生きている。

・悪霊は間違ったものを刻むようにしている。

・その結果、間違った礼拝をして問題がきた。

・旧約時代に神の国が実現をされなかったのは、心が

サタンのもので刻印をされていたからである。

・神様は心が変わるようになることを望まれている。

1)新約時代には、律法を心に書き記した(エレ 31:33)
・旧約時代(モーセの時代)に十戒(律法)を書き記した

2)聖霊により御言葉を心に書き記す(エゼ 36:26-27)
聖霊により、御言葉が私のものとなるようにする。

3)聖霊が働き心に御言葉を刻む(Ⅱコリ 3:3)
―神の国を心に完成する。

(1)サタンの刻印があるので、サタンが隙をつく。
―私達の内に内戦を引き起こすようにする。

(2)神様の心と人格が現れたのが神様の御言葉。
(3)聖霊により御言葉を心に刻まれるようにする。
(4)御言葉が心に刻まれると全てが解決される。

▲神様の御言葉とは、聖書全体が神様の御言葉。

〇御言葉のポイント(５つ)
―主人がただキリストになるように

1)恐れるな
・サタンは不安、恐れに陥るようにさせる。

・キリストが私達の内におられるので恐れない。

2)互いに愛し合いなさい・赦しなさい
・サタンは憎しみを刻印をする。

・聖霊の働きで御言葉が刻印をすると愛し、赦す

3)喜びなさい・平安があるように
・サタンは逆のものを植え付ける。

・神の国は義と平和と喜びである(ローマ 14:17)
・神の子どもは、御言葉が刻印をされて心が天国

になるように。

4)悪を捨てて聖となりなさい
5)伝道,宣教/レムナント、教会の為にオール・イン
・私の心に神の国が臨まれるとサタンの国が

潰されるようになる。

〇8つの幸い(①心の貧しい者(マタイ 5:3)、②悲し
む者(マタ 5:4)、③柔和な者(マタイ 5:5)、④義に飢
え渇く者(マタイ 5:6)、⑤あわれみ深い者(マタ 5:7)、
⑥心のきよい者(マタ 5:8)、⑦平和をつくる者(マタ
5:9)、⑧義のために迫害されている者(マタ 5:10)
⇒主に心についてのこと

〇心とはキリストの心である。

・今まではサタンの心であった。

・王がキリストであるのでキリストの心に変わる

・神様の御言葉が刻印をされれば変わる。

・聖霊が働けば御言葉を刻印をさせる。

・礼拝、御言葉を聞き続ける時に聖霊が働く。

・御霊の実を結ぶ(ガラ 5:22-23)。
・心に神の国が臨まれている人は奇跡が起きる。

▲結論

ただキリスト、ただ聖霊、ただ神の国



現場地教会（2021 年 9 月 5 日～2021 年 9 月 11 日）
【賛美】 「イエスわが王よ」

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ

私は神のもの ゆえに神にささげん 御心のままにおさめよ 主イエスよ

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ

【使徒信条】

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン

【メッセージ】 「神の国の法」(マタイ 5:1-12)

【讃美】 274 いともかしこし

【祈り】

①教会の祈りの課題

1,全聖徒が御座の祝福を味わう霊的見張り人となり、福音と祈りでミッションを掴み、日本と 237

に働く暗闇と霊的戦いができますように。

2.全聖徒が霊的医者となり、霊的な病で死んでいく日本と237を、御言葉と祈りで癒すことができ

ますように。

3.全聖徒がキリストの霊的サミット大使となり、日本と 237 のサミットを原色福音で生かして育て、

キリストの福音を伝えることによって、日本をキリスト教国家にできますように。

※御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。

②現場地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。

③現場地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。

【フォーラム・祈り】

【主の祈り】

天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン

福音宣教教会

祈り題

1. 福音宣教教会(ローマ 16:20、25－27)
2. 主任牧師(使徒 6:4、アモ 3:7、創世記 18:17)
3. レムナント(イザヤ 6:13)
4. 癒し(使徒 19:8－20)
5. 日本神学校、東日本神学校(Ⅱ列 6:8－23)
6. 200 都市(創世記 41:36－38)
7. 1000 大学(使徒 19:9－10)
8. 日本総会教会(使徒 6:4、コロ 4:2－3)
9. 日本 8000 教会(使徒 17:1－3)
10. 本部、柳牧師(138、14、24、、25、00、237)
11. 日本をキリスト教国家とする(使徒 18:9－10)
12. 237 宣教、太平洋・インド洋宣教(マタ 24:14、使徒 1:8)

契約の祈り
(主日礼拝)

1. 私を奴隷にして王になっていたサタンを滅ぼすために、真の王なる
キリストが来られ、サタンを踏み砕き、私の心に神の国を立てられた

ことを感謝します。

2. 私の心にはサタンの刻印が残っていますが、御言葉を聞いて刻印す
るとき、ただキリストが主人になり、ただ聖霊に満たされ、キリスト

の心に変わることを信じます。

3. 御言葉を刻印して、愛と平安に満たされて、恐れずサタンの誘惑に
勝利し、伝道・宣教・ Rt運動・教会に All-inして神の国を立てる答
えを受けますように。

お知らせ

1．日本伝道集会：オンラインリアルタイム生放送

第１講義：9 月 23 日(木)10:00、2 講義：同日 11:00

2.胎嬰児修練会 9月 11 日 14:00～

3.働き人メッセージ 9 月 12 日 14:00～

福音宣教教会
主管牧師：御国イザヤ

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003

主日(日曜)1 部礼拝 7:00 ／ 2 部礼拝 10:00 ／ 3 部礼拝 12:00


